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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセージを転送する方法であって、
　通信ネットワークの第１のノードによって、前記ＳＭＳメッセージに含まれる所定の移
動局統合サービスデジタルネットワーク番号（ＭＳＩＳＤＮ）を認識するステップであっ
て、前記所定のＭＳＩＳＤＮは、前記ＳＭＳメッセージの受信側のＭＳＩＳＤＮ以外の識
別子を利用することのトリガとして、前記第１のノードに知られている、ステップと、
　前記第１のノードによって、前記所定のＭＳＩＳＤＮを認識すると、前記ＳＭＳメッセ
ージに含まれるインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを識別するステップと、
　前記第１のノードによって、前記所定のＭＳＩＳＤＮの前記認識に基づいて、前記ＩＰ
アドレスに対応する国際移動加入者識別番号（ＩＭＳＩ）を取得するステップであって、
前記ＩＭＳＩは、前記通信ネットワークの第２のノードに関連付けられており、前記第２
のノードは、前記ＳＭＳメッセージの前記受信側である、ステップと、
　前記第１のノードによって、前記ＩＭＳＩに基づいて、前記ＳＭＳメッセージを前記通
信ネットワークの第３のノードへルーティングするステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＩＭＳＩを取得するステップは、
　前記第１のノードによって、前記ＩＰアドレスに対応する前記ＩＭＳＩを、前記通信ネ
ットワークの第４のノードから取得するステップをさらに含んでいる
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　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のノードによって、前記第３のノードのアドレスを、第４のノードから取得す
るステップをさらに備えていることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第４のノードは、ホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）を含んでいることを特徴
とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＩＭＳＩを、前記ＨＬＲから受信するステップをさらに備えていることを特徴とす
る請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のノードは、ＳＭＳ関門移動交換局（ＧＭＳＣ）を含んでいることを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第３のノードは、移動交換局／サービング汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）
サポートノード（ＭＳＣ／ＳＧＳＮ）を含んでいることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項８】
　通信ネットワークの第１のノードであって、前記第１のノードは、ショートメッセージ
サービス（ＳＭＳ）メッセージを転送するように構成されており、
　前記ＳＭＳメッセージに含まれる所定の移動局統合サービスデジタルネットワーク番号
（ＭＳＩＳＤＮ）を認識し、前記所定のＭＳＩＳＤＮは、前記ＳＭＳメッセージの受信側
のＭＳＩＳＤＮ以外の識別子を利用することのトリガとして、前記第１のノードに知られ
ており、
　前記所定のＭＳＩＳＤＮを認識すると、前記ＳＭＳメッセージに含まれるインターネッ
トプロトコル（ＩＰ）アドレスを識別し、
　前記所定のＭＳＩＳＤＮの前記認識に基づいて、前記ＩＰアドレスに対応する国際移動
加入者識別番号（ＩＭＳＩ）を取得し、前記ＩＭＳＩは、前記通信ネットワークの第２の
ノードに関連付けられており、前記第２のノードは、前記ＳＭＳメッセージの受信側であ
り、および、
　前記ＩＭＳＩに基づいて、前記ＳＭＳメッセージを前記通信ネットワークの第３のノー
ドへルーティングする
　ように少なくとも構成されたプロセッサを備えたことを特徴とする第１のノード。
【請求項９】
　前記プロセッサは、前記ＩＰアドレスに対応する前記ＩＭＳＩを、前記通信ネットワー
クの第４のノードから取得するようにさらに構成されていることを特徴とする請求項８に
記載の第１のノード。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、前記第３のノードのアドレスを、前記通信ネットワークの第４のノ
ードから取得するようにさらに構成されていることを特徴とする請求項８に記載の第１の
ノード。
【請求項１１】
　前記第４のノードは、ホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）を含んでいることを特徴
とする請求項１０に記載の第１のノード。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、前記ＩＭＳＩを、前記ＨＬＲから受信するようにさらに構成されて
いることを特徴とする請求項１１に記載の第１のノード。
【請求項１３】
　前記第１のノードは、ＳＭＳ関門移動交換局（ＧＭＳＣ）を含んでいることを特徴とす
る請求項８に記載の第１のノード。
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【請求項１４】
　前記第３のノードは、移動交換局／サービング汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）
サポートノード（ＭＳＣ／ＳＧＳＮ）を含んでいることを特徴とする請求項８に記載の第
１のノード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関する
【背景技術】
【０００２】
　本出願は、２０１０年３月３日に出願した米国仮特許出願第６１／３３０、７５９号の
利益を主張し、その内容は全体を参照することにより本明細書に組み込まれる。
【０００３】
　マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイスは、例えば、マシンタイプ通信のために装備され
るユーザ機器（ＵＥ）と称され、公衆移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ：public land mo
bile network）を通じてＭＴＣサーバおよび／またはその他のＭＴＣデバイスと通信する
。ＭＴＣデバイスはまた、ローカルに（無線により、場合によってはＰＡＮまたは配線接
続を通じて）、その他のエンティティと通信する。当該エンティティは、処理ならびにＭ
ＴＣサーバおよび／またはその他のＭＴＣデバイスへの通信のためのローデータ（raw da
ta）をＭＴＣデバイスに提供する。
【０００４】
　マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）通信は、スマート計量、ホームオートメーション、ｅヘル
ス、およびフリート管理などにおいて広範囲な応用を有する。したがって、このような新
規のＭ２Ｍサービスを供給することに関連する運用コストを低減する必要がある。さらに
、モバイル着信ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）転送について、ＳＭＳ関門移動交
換局（ＳＭＳ－ＧＭＳＣ）は、ＭＳＩＳＤＮ（mobile station integrated services dig
ital network number）を使用して、ホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）に問い合わ
せをすることができ、ＨＬＲは、ＭＴＣデバイスに供給することができる、パケットアク
セス制御ノード（general packet radio service（GPRS）support node）／移動交換局（
ＭＳＣ）へ供給するためのアドレスを提供する。ネットワークは、ＭＳＩＳＤＮ番号を使
用してパケットをルーティングすることができる。しかしながら、ＭＳＩＳＤＮ番号が近
い将来に不足するおそれがある。したがって、少なくともこの理由で、ＭＳＩＳＤＮ番号
を使用することの代替を提供する必要がある。
【発明の概要】
【０００５】
　本明細書で開示されるのは、ＭＴＣデバイスに対してＩＰアドレスを割り振り、割り振
られたＩＰアドレスを使用してＳＭＳを送信し受信するための方法の実施態様および装置
の実施態様である。ある実施態様では、パケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキス
トを活性化せずに、ＩＰアドレスをＭＴＣデバイスに割り振ることができる。さらに、Ｉ
Ｐアドレスが振り振られた後に、当該ＩＰアドレスを使用してＳＭＳメッセージをＭＴＣ
デバイスから、およびＭＴＣデバイスへ送信することができる。
【０００６】
　ある実施態様では、ＩＰアドレスをＭＴＣデバイスに静的に割り振ることができる。Ｍ
ＴＣデバイスがネットワークにアタッチするときに、ＭＴＣデバイスはネットワークに静
的ＩＰアドレスを通知することができる。静的ＩＰアドレスはＨＬＲ／ホーム加入者サー
バ（ＨＳＳ）に格納することができる。対応するＭＴＣサーバを事前設定して、ＭＴＣデ
バイスのＩＰアドレスを把握することができる。
【０００７】
　別の実施態様では、ＩＰアドレスをＭＴＣデバイスに動的に割り当てることができる。
例えば、中継パケット交換機（ＧＧＳＮ：gateway GPRS support node）は、ＭＴＣデバ
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イスがネットワークにアタッチするときに、ＩＰアドレスをＭＴＣデバイスに割り当てる
ことができる。ＩＰアドレスを受信すると、ＭＴＣデバイスはそれから、割り当てられた
ＩＰアドレスを対応するＭＴＣサーバに通知する。通知メッセージは、ＭＴＣデバイスの
ＩＰアドレス、およびＭＴＣデバイスについてのデバイスもしくは加入者識別子を含むこ
とができる。当該加入者識別子をＭＴＣサーバおよびＭＴＣデバイスの両方に知らせるの
で、ＭＴＣサーバはデバイスをＭＴＣデバイスのＩＰアドレスと相互に関連付けることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　添付図面と関連して、例示の方法によって与えられる以下の詳細な説明からより詳細な
理解が得られるであろう。
【図１】本開示の実施態様に準じて、ネットワークアドレスの割り振りのための例示的な
無線ネットワークを示すブロック図である。
【図２】本開示の実施態様に準じて、動的ネットワークアドレスの割り振りの例示的な方
法を示すフローチャートである。
【図３】本開示の実施態様に準じて、動的ＩＰアドレスの割り振りのための例示的なプロ
セスを示すメッセージフローダイヤグラムである。
【図４】本開示の実施態様に準じて、ＳＭＳメッセージを転送する例示的な方法を示すフ
ローチャートである。
【図５】本開示の実施態様に準じて、ネットワークにおけるＭＴ－ＳＭＳ転送を記すメッ
セージフローダイヤグラムである。
【図６】本開示の実施態様に準じて、ネットワークにおいてＩＰアドレスを伴うＭＯ－Ｓ
ＭＳ転送を記すメッセージフローダイヤグラムである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本明細書で開示されるのは、ＭＴＣデバイスに対しＩＰアドレスを割り振り、割り振ら
れたＩＰアドレスを使用してＳＭＳを送信および受信するための方法の実施態様およびシ
ステムの実施態様である。ある実施態様では、パケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コン
テキストを活性化せずに、ＩＰアドレスをＭＴＣデバイスに割り振ることができる。さら
に、ＭＴＣデバイスのＩＰアドレスを使用して、ＳＭＳメッセージをＭＴＣデバイスから
、およびＭＴＣデバイスへ送信することができる。ある実施態様では、ＩＰアドレスを静
的に割り振ることができる。別の実施態様では、ＩＰアドレスを動的に割り当てることが
できる。
【００１０】
　図１は、本開示の実施態様に準じて、ネットワークアドレスの割り振りのための例示的
な無線ネットワーク１００を示すブロック図である。図１を参照すると、ネットワーク１
００はＭＴＣデバイス１０２およびＭＴＣサーバ１０４を含むことができる。ネットワー
ク１００を通じてＭ２Ｍサービスを提供するのに適切な同意を有する加入者によって、Ｍ
ＴＣデバイス１０２を動作させることができる。また、ＭＴＣデバイス１０２は、ＭＴＣ
通信のために装備される任意の適切なタイプのＵＥであってもよい。ＭＴＣサーバ１０４
は、ネットワーク１００と直接通信することができ、およびネットワーク１００を通じて
ＭＴＣデバイス１０２およびその他のＭＴＣデバイス（説明の単純化のために図示せず）
と間接的に通信することができるエンティティを含むことができる。ＭＴＣサーバ１０４
はまた、ＭＴＣユーザにインタフェースを提供することができ、当該ＭＴＣユーザはＭ２
Ｍサービスのサービスを使用することができるユーザを含むことができる。ＭＴＣの特徴
は、Ｍ２Ｍの応用のために最適化することができるネットワーク機能を含むことができる
。
【００１１】
　Ｍ２Ｍシステムに対して、ネットワーク１００によって、またはＭＴＣデバイス１０２
によってＰＤＰコンテキストを活性化することができる。ＬＴＥでは、ＭＴＣデバイス１
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０２が最初にネットワーク１００にアタッチするときに、当該ＭＴＣデバイス１０２はＰ
ＤＰコンテキストを取得することができ、ＭＴＣデバイス１０２がネットワーク１００か
らデタッチするまで当該コンテキストを保持することができる。例示的な実施態様では、
ＭＴＣデバイス１０２はＩＰアドレスを有することができ、したがって、ＭＴＣサーバ１
０４によって到達可能であることができる。
【００１２】
　ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳ（universal mobile telecommunications system）では、アタッチ
プロシージャおよびＰＤＰコンテキストプロシージャが別個であってもよい。例示的な実
施態様では、ＰＤＰコンテキストの活性化の最中に（例えば、ユーザがＭＴＣサーバ１０
４への接続を望むときに）、ＩＰアドレスを割り当てることができ、または割り振ること
もできる。モバイル着信接続をサポートするために、ＭＴＣデバイス１０２はＰＤＰコン
テキストを維持する必要がある場合がある。常にＰＤＰコンテキストを維持するには、追
加のネットワーク接続が要求される場合がある。長期間ＰＤＰコンテキストを維持するこ
とのシグナリングオーバーヘッドおよびコアネットワーク性能の影響は、頻度の低い通信
ニーズによる多くのＭＴＣデバイスをサポートするときに弊害をもたらす場合があること
に留意されたい。したがって、ＩＰ割り振りプロセスおよびＰＤＰコンテキスト調達プロ
セスの分離は、ネットワークリソースを節約することができ、ＩＰアドレスによりアタッ
チされるデバイスを維持する間のシグナリングを減少させることができる。
【００１３】
静的ＩＰアドレス割り振り
　実施態様に準じて、ＩＰアドレスをＭＴＣデバイスに静的に割り当てることができ、ま
たは割り振ることができる。ＭＴＣデバイスの静的ＩＰアドレスは、ネットワークの開始
されたＰＤＰコンテキスト活性化をサポートすることができる。例えば、図１で示される
ＧＧＳＮ１０６などのＧＧＳＮは、ＰＤＰアドレスに関連する静的ＰＤＰ情報を維持し、
および／または格納することができる。ネットワーク要求されたＰＤＰコンテキスト活性
化がＰＤＰアドレスに対してサポートされるかどうかを判定するのに、ＧＧＳＮ１０６は
ＰＤＰアドレスについての静的ＰＤＰ情報が存在するかどうかをチェックすることができ
る。
【００１４】
　静的ＩＰアドレスの割り振りのための実施態様では、オペレータまたはオペレータ制御
されたネットワークノードがＩＰアドレスをＭＴＣデバイスに割り当てることができ、ま
たは割り振ることができる。割り振られたＩＰアドレスは固定のままであってもよい。そ
の後、ＭＴＣデバイスは割り振られたＩＰアドレスに関してネットワークに通知してもよ
い。結果として、対応するＭＴＣサーバはＭＴＣデバイスのＩＰアドレスを検索し、また
はＭＴＣデバイスのＩＰアドレスについて別のネットワークノードに問い合わせることが
できる。
【００１５】
　図１の例を参照すると、ＭＴＣデバイスは初期登録中にＰＤＰコンテキストを確立する
ことができる。例えば、ＰＤＰコンテキストはＭＴＣデバイス１０２のスイッチを入れる
ときに確立することができる。ある実施態様では、ＭＴＣデバイス１０２は、アタッチプ
ロシージャの最中にそのＩＰアドレスをネットワーク１００に通知するか、またはアドバ
タイズすることができる。例えば、ネットワーク１００にアタッチするときに、ＭＴＣデ
バイス１０２はそのＩＰアドレスとともに、そのＩＭＳＩまたはその他の加入者識別子を
通知することができる。ＭＴＣデバイス１０２のＩＰアドレスを、例えば、ＨＬＲまたは
ＨＳＳに伝達することができる。ＭＴＣサーバ１０４などの対応するＭＴＣサーバを事前
設定して、ＭＴＣデバイス１０２のＩＰアドレスを把握することができる。
【００１６】
　ある実施態様では、ＭＯおよびＭＴ接続を、ＰＳドメインにおいて実施することができ
る。アタッチメッセージにＩＰアドレスを配置することによって、ＭＴＣサーバ１０４は
ＭＴＣデバイス１０２のＩＰアドレスを検索することができ、ＰＤＰコンテキスト活性化
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のトリガを要求することができる。
【００１７】
動的ＩＰアドレス割り振り
　ある実施態様では、ＩＰアドレスをＭＴＣデバイスに動的に割り当てることができ、ま
たは割り振ることができる。例えば、図２は本開示の実施態様に準じて動的ネットワーク
アドレスの割り振りの例示的な方法を示すフローチャートである。この例示的な方法は、
図１に関して説明されるが、任意のその他の適切なネットワークまたはシステムに適用す
ることもできる方法として限定されるものとみなすべきではない。
【００１８】
　ここで図２を参照すると、当該方法はネットワークノードにアタッチ要求を伝達するス
テップを含む（ステップ２００）。ＳＧＳＮ１０８は、割り振られたＩＰアドレスをＭＴ
Ｃデバイスに転送することができる。例えば、ＳＧＳＮ１０８は割り振られたＩＰアドレ
スを含むアタッチ応答をＭＴＣデバイス１０２に送信することができる。
【００１９】
　図２の方法は、ネットワークノードにアタッチ要求を伝達するステップを含むことがで
きる（ステップ２０２）。例えば、図１を参照すると、ネットワーク１００にアタッチす
るときにＩＰアドレスをＭＴＣデバイスに割り当てることができる。この例では、ＧＧＳ
Ｎ１０６はＩＰアドレスをＭＴＣデバイス１０２に割り当てることができる。ＳＧＳＮ１
０８は、ＩＰアドレスを生成する要求をＧＧＳＮ１０６に送信することができ、それに応
じて、ＭＴＣデバイス１０２に割り振られたＩＰアドレスをＧＧＳＮ１０６から受信する
ことができる。
【００２０】
　図２の方法は、受信したＩＰアドレスをネットワークサーバにアドバタイズするステッ
プを含む（ステップ２０４）。ＩＰアドレスを受信したことに応答して、ＭＴＣデバイス
１０２はメッセージを介して、割り振られたＩＰアドレスをＭＴＣサーバ１０４に通知す
ることができる。このようなメッセージは、割り振られたＩＰアドレス、およびＭＴＣデ
バイス１０２のデバイスもしくは加入者識別子を含むことができる。加入者もしくはデバ
イス識別子を、ＭＴＣサーバ１０４およびＭＴＣデバイス１０２の両方に知らせるので、
ＭＴＣサーバ１０４は、ＭＴＣデバイス１０２を当該ＭＴＣデバイス１０２のＩＰアドレ
スと相互に関連付けることができる。メッセージはまた、性能およびサポートされる特徴
などのＭＴＣデバイスに関する情報を含むことができる。さらに、ＭＴＣデバイス１０２
はまた、ＭＴＣデバイス１０２を登録することができるＰＬＭＮ識別子（例えば、ＭＣＣ
とＭＮＣ）をＭＴＣサーバ１０４に示すことができる。
【００２１】
　ＩＰアドレスをアドバタイズした後に、ＭＴＣサーバ１０４およびＭＴＣデバイス１０
２は、ＩＰアドレスを介して通信することができる。例えば、ＭＴＣデバイス１０２は、
ＭＴＣサーバ１０４と通信する必要がある場合に、ＰＤＰコンテキスト活性化を要求する
ことができる。逆に例えば、ＭＴＣサーバ１０４は、ＭＴＣデバイス１０２と通信する必
要がある場合に、ＰＤＰコンテキスト活性化を要求することができる。ＰＤＰコンテキス
ト活性化を確立している最中に、ＭＴＣデバイス１０２は、当該ＭＴＣデバイス１０２が
すでにＩＰアドレスを有していることをネットワークに通知することができる。例えば、
ＭＴＣデバイス１０２はＩＰアドレスとともに「ＰＤＰコンテキスト要求」メッセージに
「ＰＤＰアドレス」フィールドを生成することができる。ある例では、ＩＰアドレスおよ
びＭＴＣデバイスのＩＭＳＩに関連する情報をＨＬＲまたはＨＳＳに格納することができ
る。
【００２２】
　図３は、本開示の実施態様に準じて、動的ＩＰアドレス割り振りのための例示的なプロ
セスを示すメッセージフローダイヤグラムである。例えば、ネットワークにアタッチする
ときに、ＧＧＳＮ３０２によりＩＰアドレスをＭＴＣデバイス３００に割り当てることが
できる。図３を参照すると、ＭＴＣデバイス３００は、送信者がＭＴＣであることを示す
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情報とともに、アタッチ要求をＳＧＳＮ３０４に送信することができる（ステップ３０６
）。ＳＧＳＮ３０４は、ＩＰアドレスを生成する要求をＧＧＳＮ３０６へ送信することが
でき（ステップ３０８）、ＭＴＣデバイス３００に割り当てられたＩＰアドレスをＧＧＳ
Ｎ３０６から受信することができる（ステップ３１０）。ＳＧＳＮ３０４は次に、例えば
アタッチ応答において、割り当てられたＩＰアドレスをＭＴＣデバイス３００に転送する
ことができる。
【００２３】
　図３に示すように、ＩＰアドレスを受信すると、ＭＴＣデバイス３００はＩＰアドレス
をネットワークにアドバタイズすることができる。例えば、ＭＴＣデバイス３００は割り
当てられたＩＰアドレスを、メッセージを介してＭＴＣサーバ３１４に通知することがで
きる（ステップ３１６）。当該メッセージは、ＭＴＣデバイスのＩＰアドレス、およびデ
バイス識別子もしくは加入者識別子を含むことができる。デバイス識別子をＭＴＣサーバ
３１４およびＭＴＣデバイス３００の両方に知らせることができるので、ＭＴＣサーバ３
１４はＭＴＣデバイス３００を当該ＭＴＣデバイス３００のＩＰアドレスと相互に関連付
けることができる。メッセージはまた、性能およびサポートされる特徴などのＭＴＣデバ
イス３００に関する情報を含むことができる。さらに、例えば、ＭＴＣデバイス３００は
また、ＭＴＣデバイス３００を登録することができるＰＬＭＮ－ＩＤ（例えば、ＭＣＣと
ＭＮＣ）をＭＴＣサーバ３１４に示すことができる。
【００２４】
　ＭＴＣサーバ３１４およびＭＴＣデバイス３００はそれから、ＩＰアドレスを介して通
信することができる。例えば、ＭＴＣデバイス３００がＭＴＣサーバ３１４と通信を望む
ときに、当該ＭＴＣデバイス３００はＰＤＰコンテキスト活性化を要求することができる
。ＭＴＣサーバ３１４がＭＴＣデバイス３００と通信を望むときに、当該ＭＴＣサーバ３
１４はＰＤＰコンテキスト活性化を要求することができる。ＰＤＰコンテキスト活性化を
確立している最中に、ＭＴＣデバイス３００は、当該ＭＴＣデバイス３００がすでにＩＰ
アドレスを有していることをネットワークに通知することができる。例えば、ＭＴＣデバ
イス３００は、与えられたＩＰアドレスとともに「ＰＤＰコンテキスト要求」メッセージ
に「ＰＤＰアドレス」フィールドを生成することができる。ＩＰアドレスとＩＭＳＩとの
間のリレーションシップは、ＮＨＬＲ／ＨＳＳに格納することができる。
【００２５】
　動的アドレス割り振りの例示的な利点は、ＩＰ割り振りプロセスおよびＰＤＰコンテキ
スト調達プロセスがネットワークリソースを節約できることと、それらを分断することが
できることとである。例えば、ＰＤＰコンテキストの前に（例えば、ＭＴＣデバイスがア
タッチプロシージャを実行するとき）、ＩＰアドレスをＭＴＣデバイスに割り当てること
ができる。ＭＴＣデバイスは、常にＰＤＰコンテキストを維持することなく動的に割り当
てられたＩＰアドレスによりアタッチされたままでいることができる。
【００２６】
ＩＰアドレスを伴うモバイル着信ＳＭＳ
　本開示の実施態様に準じて、例えば、モバイル着信ＳＭＳ転送などの、ＳＭＳ送信およ
び／または受信のために、本明細書で開示されるＩＰアドレス割り振りを使用することが
できる。モバイル着信ＳＭＳは、ＭＴＣサーバによりトリガされ、例えば、情報のダウン
ロード、およびＭＴＣデバイスへ要求の送信などを行うことができる。本明細書で提供さ
れる例において開示されるように、ＭＴＣデバイスはアタッチプロシージャの最中に、当
該ＭＴＣデバイスへ割り振られたＩＰアドレスをネットワークに通知するので、ＭＴＣサ
ーバはＭＴＣデバイスのＩＰアドレスを把握することができる。
【００２７】
　ある実施態様では、ＩＰアドレスはモバイル着信ＳＭＳメッセージをカプセル化するヘ
ッダに含まれてもよい。例えば、ＭＴＣサーバはサービスセンタへのＳＭＳメッセージを
ＩＰアドレスとともにカプセル化することができる。別の実施態様では、ＭＴＣサーバは
ＳＭＳメッセージのボディにあるＩＰアドレスとともにＳＭＳメッセージを送信すること
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ができる。通常、ＭＳＩＳＤＮを生成することができるヘッダにおいて、ＭＴＣサーバは
事前設定されたＭＳＩＳＤＮを入れることができる。事前設定されたＭＳＩＳＤＮは、Ｓ
ＭＳの受信者がＭＴＣデバイスであることを示すことができる。事前設定されたＭＳＩＳ
ＤＮを、例えば、変換テーブルを使用してＭＴＣデバイスが事前にＭＴＣサーバへ提供し
たことに基づいて、ＭＴＣサーバで生成することができる。別の実施態様では、デバイス
のＩＰアドレスを含むことができるヘッダを生成してもよい、例えば、ＳＭＳヘッダフォ
ーマットを調整して、ＩＰアドレスをＳＭＳヘッダに含むことができる。
【００２８】
　図４は、本開示の実施態様に準じてＳＭＳメッセージを転送する例示的な方法を示すフ
ローチャートである。この例示的な方法は、図５の例を参照して説明されるが、任意のそ
の他の適切なネットワークまたはシステムに適用することもできる方法として限定される
ものとみなすべきではない。図５は、本開示の実施態様に準じてネットワークにおけるＭ
Ｔ－ＳＭＳ転送を記すメッセージフローダイヤグラムを示す。図４を参照すると、当該方
法はＩＰアドレスを含むＳＭＳメッセージを受信するステップを含む（ステップ４００）
。例えば、ＭＴ－ＳＭＳをＩＰアドレスとともに転送する場合に、ＳＭＳサービスセンタ
５００は標準転送プロトコルデータユニット（ＴＰＤＵ）などのデータユニットを通じて
ＳＭＳ－ＧＭＳＣ５０２へＳＭＳメッセージを配信することができ（ＳＭＳ配信）、ＩＰ
アドレスをデータユニットに関連するパラメータとして含むことができる（ステップ５０
４）。ＩＰアドレスは、例えば、ＭＳＩＳＤＮパラメータを置き換えることができるパラ
メータであってもよい。特に、例えば、ＩＰアドレスをＳＭＳ配信タイプヘッダにおける
ＴＰ発信アドレス（ＴＰ－ＯＡ）フィールドに含むことができる。さらに、例えば、デー
タユニットは、ＭＳＩＳＤＮの代わりになるような情報のルーティングとして使用される
、または使用されるべきＩＰアドレスを示すフラグ、パラメータ、またはその他のインジ
ケータを含むことができる。ある例では、ＳＭＳ－ＭＡＰインタフェースを修正して、Ｍ
Ｔ－ＳＭＳ転送をＩＰアドレスとともに受け入れてもよい。ＳＭＳ－ＧＭＳＣ５０２は、
ＴＰＤＵを受信し、次にＴＰＤＵのパラメータを調査することができる。ＳＭＳ－ＧＭＳ
Ｃ５０２は、ＴＰＤＵに含まれるＩＰアドレスがＴＰＤＵにおけるフラグ、パラメータ、
またはその他のインジケータに基づいてルーティングするために使用されることを判定す
ることができる。
【００２９】
　ここで図４を参照すると、当該方法はＩＰアドレスに関連する加入者識別子を検索する
ステップを含むことができる（ステップ４０２）。例えば、ＳＭＳ－ＧＭＳＣ５０２は、
ルーティング用にＩＰアドレスが使用されることを判定したことに応答して、当該ＩＰア
ドレスを使用してＨＬＲ５０６に問い合わせすることができる（ステップ５０８）。ＳＭ
Ｓ－ＧＭＳＣ５０２はＩＰアドレスを使用して、ＨＬＲ５０６に問い合わせをすることが
できる。例えば、図５で記すルーティング情報の送信ステップ５０８は、ＩＰアドレスを
使用することができる。ある実施態様では、ＧＳＭ－ＭＡＰインタフェースを修正して、
ＭＴ－ＳＭＳ転送をＩＰアドレスとともに受け付けることができる。
【００３０】
　ステップ５０８の例を続けると、ＨＬＲ５０６は、ＩＰアドレス、ならびに対応するサ
ービングＳＧＳＮおよび／またはＭＳＣ／ＶＬＲのシグナリングアドレスにマッピングす
ることができるＩＭＳＩを返すことができ、それらの例がＭＳＣ／ＶＬＲ５１０により図
５で記される。ＳＭＳ配信プロシージャは、例えば、ＩＭＳＩアドレスなどのルーティン
グ情報とともにＳＭＳ－ＧＭＳＣ５０２から継続することができる。
【００３１】
　図４を参照すると、当該方法は、加入者識別子に基づいてＳＭＳメッセージをルーティ
ングするステップを含む（ステップ４０４）。例えば、ステップ５１２では、ＳＭＳ－Ｇ
ＭＳＣ５０２はＳＭＳメッセージを、ＭＳＣ／ＳＧＳＮ５１０へ転送することができる。
ＭＳＣはモバイル着信ショートメッセージ転送のために、ＶＬＲから加入者情報を取り出
すことができる。取り出しの失敗を（例えば、加入者不在）、原因インジケーションによ
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りＳＭＳ－ＧＭＳＣに示すことができる。それから、ＳＭＳメッセージをＭＳＣから例え
ば、ＭＴＣデバイスとなりうる移動局（ＭＳ）５１４へ転送することができる（ステップ
５１６）。次に、例えば、ＭＳＣ／ＳＧＳＮ５１０はＳＭＳ－ＧＭＳＣ５０２に配信レポ
ートを伝達することができる（ステップ５１８）。次に、ＳＭＳ－ＧＭＳＣ５０２はＨＬ
Ｒ５０６に配信レポートを伝達することができ（ステップ５２０）、ＳＭＳ－ＳＣ５００
に伝達することができる（ステップ５２２）。
【００３２】
　別の実施態様では、ＭＴＣサーバはＩＰアドレスをＳＭＳメッセージのボディに配置し
たＳＭＳを送信してもよい。通常、ＭＳＩＳＤＮを生成することができるヘッダにおいて
、ＭＴＣサーバは、ＳＭＳの受信者がＭＴＣデバイスであることを示すことができ、メッ
セージのボディがＩＰアドレスを含むことを示すことができる、事前設定されるＭＳＩＳ
ＤＮを入れてもよい。当該事前設定されるＭＳＩＳＤＮをＭＴＣサーバで生成することが
できる。例えば、当該事前設定されるＭＳＩＳＤＮを、例えば変換テーブルを使用して、
ＭＴＣデバイスが事前にＭＴＣサーバへ提供したＰＬＭＮ－ＩＤに基づいて生成すること
ができる。
【００３３】
　ＭＳＩＳＤＮを使用して、ＳＭＳメッセージを各々のホームネットワークにおけるデフ
ォルトのＳＭＳ－ＧＭＳＣへルーティングすることができる。異なるＭＳＩＳＤＮ番号を
、異なる加入者のために保有することができる。上記説明したように、ＩＰアドレスとＩ
ＭＳＩとの間のリレーションシップをＨＬＲ／ＨＳＳに格納することができる。ＳＭＳ－
ＧＭＳＣはＩＰアドレスを使用してＨＬＲに問い合わせることができ、ＨＬＲはＭＴＣデ
バイスに供給することができるＳＧＳＮ／ＭＳＣのアドレスを提供することができる。一
旦、ＳＧＳＮ／ＭＳＣがメッセージを受信すると、ＳＧＳＮ／ＭＳＣは当該メッセージを
送信先ＭＴＣデバイスへ送信することができる。
【００３４】
　別の実施態様では、ＭＴＣデバイスのＩＰアドレスを含む新規のヘッダをメッセージに
備えることができる。この例では、ＩＰアドレスがＭＳＩＳＤＮを置き換えることができ
る。
【００３５】
ＩＰアドレスを伴うモバイル発信ＳＭＳ転送
　本開示の実施態様に準じて、モバイル発信（ＭＯ：mobile originated）ＳＭＳ転送の
ためにＩＰアドレス割り振りを使用することができる。ある実施態様では、ＭＴＣサーバ
はＭＳＩＳＤＮを有することができ、ＳＣは、ＨＬＲに格納することができる、シグナリ
ングアドレス、ならびにＩＭＳＩとＭＴＣデバイスもしくはその他のＵＥのＩＰアドレス
との間の関連情報を有することができる。
【００３６】
　図６は、本開示の実施態様に準じて、ネットワークにおけるＩＰアドレスを伴うＭＯ－
ＳＭＳ転送を記すメッセージフローダイヤグラムを示す。図６を参照すると、ＭＴＣデバ
イスまたはその他のＵＥなどの移動加入者６００は、送信先アドレスとしてＭＴＣサーバ
６０４のＭＳＩＳＤＮを使用して、ＭＳＣ／ＳＧＳＮ６０２へＳＭＳメッセージを送信す
ることができる（ステップ６０６）。移動加入者６００は当該ＭＳＩＳＤＮを知ることが
できる。
【００３７】
　ＭＳＣ／ＳＧＳＮ６０２は、ＳＭＳメッセージを受信することができる。当該メッセー
ジを受信したことに応答して、ＭＳＣ／ＳＧＳＮ６０２は当該メッセージをＳＭＳ－ＩＷ
ＭＳＣ６０８へ転送することができる。移動加入者６００に割り振られたＩＰアドレスを
転送メッセージに含むことができる。移動加入者６００のＩＰアドレスが加入データの一
部であるので、本明細書で開示される例のように、当該ＩＰアドレスを登録プロシージャ
の最中にＭＳＣ／ＳＧＳＮ６０２にダウンロードすることができる。
【００３８】
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　ＭＳＣ／ＳＧＳＮ６０２は、この割り振られたＩＰアドレスをＳＭＳサービスセンタ（
ＳＭＳ－ＳＣ）６１２への発信ＳＭＳメッセージに追加することができる。例えば、当該
ＩＰアドレスをＳＭＳ－ＳＵＢＭＩＴタイプヘッダにおけるＴＰ送信先アドレス（ＴＰ－
ＤＡ）フィールドに含むことができる。ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ６０８はＳＭＳメッセージを
ＳＭＳ－ＳＣ６１２へ転送することができる（ステップ６１４）。ＳＭＳ－ＳＣ６１２で
の受信の後に、ＳＭＳ－ＳＣ６１２は、例えば、ＳＳ７シグナリングを使用してＳＭＳメ
ッセージをＭＴＣサーバ６０４へ転送することができる（ステップ６１６）。例えば、Ｍ
ＴＣサーバ６０４のＭＳＩＳＤＮを送信先アドレスとして使用することができる。ある例
では、ＩＰアドレスをＳＭＳメッセージのボディに含むことができる。次に、例えば、Ｓ
ＭＳ－ＳＣ６１２はＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ６１４に配信レポートを伝達することができる（
ステップ６２０）。次に、ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ６１４はＭＳＣ／ＳＧＳＮ６０２に配信レ
ポートを伝達することができる（ステップ６２２）。次に、ＭＳＣ／ＳＧＳＮ６０２は、
移動加入者６００に配信レポートを伝達することができる（ステップ６２４）。
【００３９】
　特徴および要素を特定の組み合わせで上記説明したが、当業者であれば各特徴または要
素を単独でまたはその他の特徴および要素を野任意の組み合わせで使用してもよいことが
理解できるであろう。さらに、本明細書で説明される方法はコンピュータまたはプロセッ
サにより実行するためのコンピュータ可読媒体に組み込まれるコンピュータプログラム、
ソフトウェア、またはファームウェアにおいて実装することができる。コンピュータ可読
媒体の例は、電子信号（無線または有線接続を通じて送信される）およびコンピュータ可
読記憶媒体を含む。コンピュータ可読記憶媒体の例は、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、
ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイ
ス、内蔵ハードディスクおよび着脱可能ディスクなどの磁気媒体、磁気光学媒体、ならび
に、ＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光学媒体を含
む。ソフトウェアに関連するプロセッサを使用して、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、Ｒ
ＮＣ、または任意のホストコンピュータにおいて使用するための無線周波数トランシーバ
を実装してもよい。
【００４０】
　本明細書で説明される例示的な実施態様は、ＩＰアドレスのコンテキストにおいて実現
されるが、当該技術がその他のネットワークアドレスに適用することが理解されよう。種
々の図面と関連して種々の実施形態を説明したが、その他の類似する実施態様を使用する
ことができ、またはそこから逸脱することなく種々の実施態様の同一の機能を実行するた
めに、説明した実施態様に修正および追加をすることができることが理解されよう。した
がって、当該実施態様は任意の単一の実施態様に限定されるべきでなく、むしろ、添付の
特許請求の範囲に準じた幅および範囲で解釈されるべきである。
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